

第５章　世界でも活躍できる企業への成長
　2017年はじめ（平成29年）、丸亀製麺がヘアカラー産業に参入するというニュースが流れて、飲食業界がざわついた。その頃から栗田社長は「トリドールは新たなライフスタイルを提案できる企業になる」と公言するようになった。日本では多角化経営は悪いイメージがついている。しかし栗田社長は、「外食チェーンも大きな変化の波にのまれる」と考えていた。外食産業の枠から出ておかないと変化の波に気づけないと感じ、ライフスタイル企業にシフトチェンジした。ただし食を軸にして、食という価値観からライフスタイルを提案していくので、全く関係ない分野に参入するということではない。アメリカではアップルやグーグルが自動運転自動車に参入しているし、自らの文化や生活シーンをつくりだせない企業は淘汰されていく。丸亀製麺も讃岐の製麺所という生活シーンを全国各地につくれたから成功した。
　大きなシフトチェンジだけではなく、丸亀製麺自体も小さなシフトチェンジを重ねている。元々はうどん専門店という自負があったから、天ぷらやおむすび以外のサイドメニューは置いていなかった。だが今は親子丼やお惣菜を出している店舗も存在している。また、何百店舗あってもチェーン店ではなく、一つ一つの店舗が専門店だという考え方だったから、以前はCMを打たなかった。それも、今ではシーズンメニューを出すタイミングで打っている。時代の流れに合わせて柔軟に変えてきたから、ここまで来ることが出来た。

　丸亀製麺の親会社のトリドールは、世界トップ10の外食企業になるという壮大な目標を掲げている。世界のトップ外食産業といえば、マクドナルドやスターバックスといった世界中の誰もが知っている企業ばかりだ。

トリドールは2013年（平成25年）にアメリカで日本食カジュアルレストラン「TOKYO TABLE」を買収したのを皮切りに、アジアン・ファストフード「WOK TO WALK」などの、海外のお店を次々とグループ化していった。世界トップ10の外食産業になるという目標を果たすには、丸亀製麺だけでは達成できないので、既存のブランドのM&Aは不可欠だ。M&Aを行った企業の共通点は、すでに現地の消費者に支持されていて、行列ができるほどの繁盛店であることだ。人気があればどこでもいいというわけではない。丸亀製麺のように競争優位性を持ち、感動を与えているお店なら、親和性が高いと判断している。

トリドールは、成長途上の企業のM&Aにも力を入れている。この一環として、「立呑み　晩杯屋」を運営するアクティブソース社をグループ化した。これは栗田社長が晩杯屋を訪れて、コストパフォーマンスの高さに感動したから実現した。立ち飲み屋は多くが安く酔えればいいと、1000円で酔えるイメージがある。しかし、晩杯屋は一味違う。鮮度のいい魚を使った刺身や塩焼きが安く味わえる。トリドールは店舗開発をする要因を数多く抱えている。さらに高品質の原材調達をできる購買部もある。トリドールの強みを提供すれば、伸び代のある企業はさらに加速して成長していける。
今後も様々なテクノロジーが生まれ、国ごとのボーダーレス化が進んでいくが、人々が感動するものは大きくは変わらない。ものやサービスを売るのではなく、「感動」や「体験」を売る。それに徹すると、世界トップ10も夢ではなくなると確信している。
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